
く、外の気温とあまり変わりませんでした。

　その後、山梨県環境科学研究所へ向かい昼食

をとりました。ここは生態の保全・環境変化な

どの研究や環境への関心を高める環境学習の支

援を目的に設立した県立の施設です。最初に研

究棟を見学しました。中央機器室など多くの実

験室があり、大気・水・土壌などの分析機器も

充実していました。廊下には研究発表のポス

ターがたくさん置いてありました。年に一度県

民に研究内容を発表する機会あり、その時のポ

スターだそうです。次に本館を見学しました。

本館は環境教育事業が行われ、来館者が自由に

環境学習できる施設となっています。利用団体

は小学校が多く、約半数が山梨県内からで静岡

からの団体も多いそうです。草木染めなどの

ワークショップから自然観察会まで様々な環

境教育を行っています。開設して16年、老朽

化などで利用できない展示機器は手作りの展

示物で補っていました。図書室の中にバード

ウォッチングできる場所がありました。双眼鏡

と野鳥図鑑が置いてあり、ガラスの外側に来た

野鳥の名前をすぐに調べることができます。施

設の周りには木製歩道があり、溶岩樹型や植物・

野鳥の観察が安全にできるようになっています。

　静岡県には自然史系の環境研究施設がありま

せん。自然史博物館も含め、このような施設の

必要性を感じます。

　11月 18日山梨県河口湖の近くにある環境省

生物多様性センターと山梨県環境科学研究所の

見学会を行いました。

　最初に生物多様性センターへ行きました。こ

こは生物多様性の重要性と保全を目的に設立さ

れた環境省自然環境局の機関です。センターは

調査・資料収集・情報提供・国際協力などの業

務を行っています。センターでは委託を受けて

いるホールアース自然学校の方が展示室を案内

をしてくれました。センターには動植物の標本

が約65000点収蔵されていますが、残念ながら

収蔵庫は見学できませんでした。標本はすでに

標本化したものを収集、交通事故などで死んだ

動物を剥製にして種の保全に影響がないように

しているそうです。展示は様々な自然環境のパ

ネルがあり、パネル内の小さな扉を開けると詳

しい説明の音声が聞こえます。動くクマやフク

ロウの模型など子供が興味を持てるように工夫

されていました。触れる標本としてニホンジカ

の剥製が展示してありましたが実物標本の展示

が少ないと感じました。

　次に河口湖フィールドセンターへ行きまし

た。溶岩やテンなどの剥製が展示されていて主

に自然散策やクラフト体験ができる施設でし

た。同敷地内にある船津胎内神社は貴重な溶岩

樹型洞穴の中を見学ができます。みんなで腰を

かがめながら狭い洞穴を一周しました。中は寒

環境省生物多様性センターで
展示室の説明をしていただく

見学会報告

環境省生物多様性センターと山梨県環境科学研究所
石川智美

山梨県環境科学研究所で研究員の
山本さんに研究棟を案内していただく

　自然史しずおか 37 号で延原さんによって紹

介された、今年5月に完成した宇刈里山公園を

中心に、袋井市大日から掛川市飛鳥にかけて、

掛川層群の大日層の貝化石層の見学を 10 月 7

日（日）に行いました。参加者は 17 名で、家

族で参加された一般の方もおられました。すが

すがしい秋晴れの中、化石の地層をめぐり楽し

い一日でした。

　宇刈里山公園には、観察用に保全された地層

断面の露頭があり、延原さんによる露頭と化石

の詳しい説明がされている案内板が設置されて

いました。この露頭は主に砂層からなり、下部

には貝化石が含まれています。また、嵐などの

暴浪時に水深 20 ～ 70m の海底で形成される

波長の長いハンモッキー斜交層理や断層が観

察されます。

　宇刈里山公園の芝生広場では、掛川市遊家か

ら運んだ貝化石が固まった岩石ブロックが置い

てあり、その前で約200万年前に暖かく浅い海

にすんでいた貝類の種類や生息環境について、

みんなで想像しました。

　宇刈里山公園でお昼をとり、ゆっくりしたあ

と、その北側の大日の露頭を見学して、化石採

集を行いました。大日は掛川層群の大日層の名

前のついたところで、砂層の中に礫と混在した

貝化石の密集層が見られます。みなさん、礫層

から貝化石を取り出すことには苦労していまし
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たが、足元に意外ときれいな貝化石がたくさん

落ちていたので、それを拾ってお土産に持って

かえっていました。

　そのあと、掛川市本郷や遊家、飛鳥などで大

日層の砂層とそれに含まれる貝化石層を見学し

て、見学会を終了して解散しました。

　掛川層群の大日層は、約200万年前に海面が

上昇したときに、現在の御前崎の海岸のような

太平洋に面した波ある海岸から沖合の浅い海に

堆積した地層です。大日層に含まれる貝化石の

密集層は、海面の上昇とその一時的な停滞が何

度か繰り返して、掛川市側から袋井市へ、東か

ら西に海岸線が移動していく中で、それぞれの

時期に海岸から沖合にかけての海底に堆積しま

した。この化石観察会では、そのような昔の海

のようすをたどりながら、地層を見学しました。

自然観察会報告

袋井市宇刈化石観察会
柴　正博

宇刈里公園で地層を観察 袋井市大日で大日層の化石を探す

掛川市飛鳥の地層の前で記念撮影


